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との人格的相互関係の中で相談者が自分に気づき、成

長するよう相談を進めることができるか。 

 

(2)グループアプロー

チ・スキル 

 グループを活用したキャリア・コンサルティングの

意義、有効性、進め方の留意点等について理解し、そ

れらを踏まえて基本的なグループ運営を行うことがで

きるか。 

 

(3)キャリアシートの作

成指導 

 キャリアシートの意義、記入方法、記入に当たって

の留意事項等の十分な理解に基づき、相談者に対し説

明できるとともに適切な作成指導ができるか。 

(4)相談過程全体のマネ

ジメント・スキル 

 相談者が相談過程のどの段階にいるかを常に把握

し、各段階に応じた支援方法を選択して適切に相談を

進行・管理することができるか。 

 

２ 相談実施過程におい

て必要なスキル 

 

(1)相談場面の設定  

(ｱ)物理的環境の整備  相談を行うにふさわしい物理的な環境、相談者が安

心して積極的に相談ができるような環境を設定するこ

とができるか。 

 

(ｲ)心理的な親和関係

（ラポール）の形成 

 相談を行うに当たり、受容的な態度（挨拶、笑顔、

アイコンタクト等）で接することにより、心理的な親

和関係を相談者との間で確立することができるか。 

 

(ｳ)キャリア形成及び

キャリア・コンサル

ティングに係る理

解の促進 

 主体的なキャリア形成の必要性や、キャリア・コン

サルティングでの支援の範囲、最終的な意思決定は相

談者自身が行うことであること等、キャリア・コンサ

ルティングの目的や前提を明確にすることの重要性に

ついて、相談者の理解を促すことができるか。 

 

(ｴ)相談の目標、範囲等

の明確化 

 相談者の相談内容、抱える問題、置かれた状況を把

握・整理し、当該相談の到達目標、相談を行う範囲、

相談の緊要度等について、相談者との間に具体的な合

意を得ることができるか。 

 

(2)「自己理解」支援  

(ｱ)自己理解への支援  職業興味や価値観等の明確化、キャリアシート等を

活用した職業経験の棚卸し、職業能力の確認、個人を

取り巻く環境の分析等により、相談者自身が自己理解

を深めることを支援することができるか。 
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(ｲ)アセスメント・スキ

ル 

 年齢、相談内容、ニーズ等、相談者に応じて適切な

時期に適切な評価検査を選択・実施し、その結果の解

釈を適正に行い、評価検査の限界も含めて相談者自身

が理解するよう支援することができるか。 

 

(3)「仕事理解」支援  相談者がキャリア形成における仕事（職業だけでな

く、ボランティア活動等の職業以外の活動を含む。）

の理解を深めるための支援をすることができるか。 

 ＩＴ関係の情報媒体を含め、職業や労働市場に関す

る情報の収集、検索、活用方法等について相談者に対

して助言することができるか。 

 

(4)「啓発的経験」支援 インターンシップ、トライアル雇用、現場見学等の

事前に職業を体験してみることの意義や目的について

相談者自らが理解できるように支援し、その実行につ

いて助言することができるか。 

相談者がそれらの経験を自身の働く意味・意義の理

解や職業選択の材料とすることができるように助言す

ることができるか。 

 

(5)「意思決定」支援  

(ｱ)キャリア・プランの

作成支援 

 自己理解、仕事理解及び啓発的経験をもとに、職業

だけでなくどのような人生を送るのかという観点や、

自身と家族の基本的生活設計の観点等のライフプラン

を踏まえて、相談者のキャリア・プランの作成を支援

することができるか。 

 

(ｲ)具体的な目標設定

への支援 

 相談者のキャリア・プランをもとにした中長期的な

目標や展望の設定と、それを踏まえた短期的な目標の

設定を支援することができるか。 

 

(ｳ)能力開発に関する

支援 

 相談者の設定目標を達成するために必要な自己学習

や職業訓練等の能力開発に関する情報を提供するとと

もに、相談者が自身で能力開発プランを作成すること

について支援することができるか。 

 

(6)「方策の実行」支援  

(ｱ)相談者に対する動

機づけ 

 相談者が実行する方策（進路・職業の選択、就職、

転職、職業訓練の受講等）について、その目標、意義

の理解を促し、相談者が自らの意思で取り組んでいけ

るように働きかけることができるか。 
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(ｲ)方策の実行のマネ

ジメント 

 相談者が実行する方策の進捗状況を把握し、相談者

に対して現在の状況を理解させるとともに、今後の進

め方や見直し等について、適切な助言をすることがで

きるか。 

 

(7)「新たな仕事への適

応」支援 

 方策の実行後におけるフォローアップも、相談者の

成長を支援するために重要であることを十分に理解

し、相談者の状況に応じた適切なフォローアップを行

うことができるか。 

 

(8)相談過程の総括  

(ｱ)適正な時期におけ

る相談の終了 

 

 

 キャリア・コンサルティングの成果や目標達成具合

を勘案し、適正だと判断できる時点において、相談を

終了することを相談者に伝えて納得を得たうえで相談

を終了することができるか。 

 

(ｲ)相談過程の評価  相談者自身が目標の達成度や能力の発揮度について

自己評価できるように支援することができるか。 

 キャリア・コンサルタント自身が相談支援の過程と

結果について自己評価することができるか。 

 

Ⅳ キャリア・コンサルティングの包括的な推進、効果的実施に係る能力  

１ キャリア形成、キャ

リア・コンサルティン

グに関する教育・普及

活動 

 個人や組織のみならず社会一般に対して、様々な活

動を通じてキャリア形成やキャリア・コンサルティン

グの重要性、必要性等について教育・普及することが

できるか。 

 それぞれのニーズを踏まえ、主体的なキャリア形成

やキャリア形成支援に関する教育研修プログラムの企

画、運営をすることができるか。 

 

２ 環境への働きかけの

認識と実践 

 個人の主体的なキャリア形成は、個人と環境（地域、

組織、家族等、個人を取り巻く環境）との相互作用に

よって培われるものであることを認識し、相談者個人

に対する支援だけでは解決できない環境の問題点の発

見や指摘、改善提案等の環境への介入、環境への働き

かけを関係者と協力して行うことができるか。 

３ ネットワークの認識

と実践 

 

(1)ネットワークの重要

性の認識 

 個人のキャリア形成支援を効果的に実施するために

は、行政その他の専門機関や専門家との様々なネット

ワークが重要であることを認識しているか。 
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(2)ネットワークの形成  ネットワークの重要性を認識したうえで、関係機関

や関係者と日頃から情報交換を行い、協力関係を築い

ていくことができるか。 

 

(3)専門機関への紹介

(リファー)の実施 

 個人や組織等の様々なニーズに応えるなかで、キャ

リア・コンサルタントの任務の範囲、自身の能力の範

囲を超えることについては、必要かつ適切なサービス

を提供する専門機関や専門家を選択し、紹介あっせん

することができるか。 

 

(4)異なる分野の専門家

への照会（コンサルテ

ーション）の実施 

 個人のキャリア形成支援を効果的に実施するため

に、必要な追加情報を入手したり、異なる分野の専門

家に意見を求めることができるか。 

 

４ 自己研鑽・スーパー

ビジョン 

 

(1)自己研鑽  キャリア・コンサルタント自身が自己理解を深める

ことと能力の限界を認識することの重要性を認識する

とともに、常に学ぶ姿勢を維持して、様々な機会を自

ら求めて新たな情報を吸収し、自身の力量を向上させ

ていくことができるか。 

 キャリア・コンサルティングの対象となるのは常に

人間であることから、人間理解の重要性について十分

に認識しているか。 

 

(2)スーパービジョン  スーパービジョンの意義、目的、方法等を十分に理

解し、スーパーバイザーから定期的に実践的助言・指

導（スーパービジョン）を受けることの必要性を認識

しているか。 

 スーパービジョンを受けるために必要な逐語録等の

相談記録を整理することができるか。 

 

５ キャリア形成支援者

としての姿勢 

 キャリア・コンサルティングは個人の人生に関わる

重要な役割、責任を担うものであることを自覚し、キ

ャリア形成支援者としての自身のあるべき姿を明確に

することができるか。 

キャリア形成支援者として、自己理解を深め、キャ

リア・プランを明確にすることの必要性を自分自身の

こととして理解できるか。 

 


